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地区懇談会にご参加、ありがとうございました 
 6 月下旬から、7 月にかけて「育友会主催の地区懇談会」が計 6 回開催され、私ども校長と教

頭はすべての会に参加しました。参加してくださった皆様、貴重なご意見やご質問ありがとうご

ざいました。町会長さんや民生委員、子ども会等のみなさんから「各町会の危険な場所のことや

行事のこと」、それから「学校、子ども達や保護者の方への日頃の思いや心配」を聞くことができ、

大変有意義な時間でした。それから、毎日の登校･下校にご厚意として地域の子ども達を見守って

くださっている見守り隊の皆様、いつも子ども達を見守ってくださり、心より感謝申し上げます。  

 日々、心配なできごとが登下校時に起きてはいますが、皆様のご厚意ですぐに学校に知らせて

くださるので、現地にて子ども達に安全指導ができ助かっております。今後とも何か心配な様子

がありましたら、学校の教頭までお電話でお知らせください。よろしくお願いします。 

                        （北陽小学校 教頭 ２７６－１２６５） 

今後検討していきたいこと 
 地区懇談会の中で、学校や地区の方からいろいろな話題が出ました。参加できなかった皆様に

学校からの説明プリント(裏面)と今後に向けてどのようなことが話し合われたかの概要をお知ら

せします。 

 ①育友会役員会 →・地区懇談会の時期・開催方法の見直し、ヘルメットの購入と着用の協力、 

           ベルマーク・北陽祭への協力お願い、役員ローテーションの見直し 

 ②北陽小学校  →・今年度より「つながり」をふやす活動の工夫をしていること。 

          ・英語の授業本格スタート(210 時間)、学校の働き方改革のこと 

          ・家庭･地域・学校の三者連携は「子どもの命を守る」視点で進めたい。 

          ・通学路変更は、地域の交通状況の変化等の話し合い（町会長、地区委員 

           や子ども会等）をもとに、学校と相談して変更可。 

          ・登校時の安全確保のため、集中登校方式で登校時間帯を狭めることを現 

           在検討中。（具体的には現在 7:30 の開錠時間を少し遅らせること） 

 ③町会・見守り隊→Q 1 年、2 年のカッパを 4 年まで拡大できないか？ →検討→報告。 

          Q 年度はじめに１ヶ月ほど集団登校を実施できないか？→検討→報告。 

          A 上記の2点は安全な通学を考える上で今後学校､育友会で検討し、後日、 

            検討結果を学校から各町会や保護者に知らせることを約束。 

         →・「ながら見守り法」の検討をしてほしい。（育友会役員会）→検討→報告。 

           （車ダッシュボードに安全パトロール表示を置く。画用紙製の三角柱。町会役員や各家庭に配布。） 

         →・育友会の「あいさつ運動」や「保護者の見守りの参加」についての検討。 

         →・年１回は、通学路のプリントを配ること（学校から長子配布。）→実施  

         →・危険なことをしている子、通学路を守っていない子がいる。 

           （すぐに学校に知らせてください。現場に直行して現地での安全指導と            

            家庭連絡を行い改善します。） 
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